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令和元年度 一般会計 ７ 特別会計

決 算 特 別 委 員 会 報 告決 算 特 別 委 員 会 報 告

９ 月１５ 日 本会議において決算を認定しました

審議しました審議しました

歳入総額　 55億8千2 31万6 千円

歳出総額　 5 4億3千314万7千円

（ 内７ 特別会計

 18 億6 千5 4 0万円）

（ 内７ 特別会計

 18 億3 千3 9万9 千円）

※一般会計決算額の中には、特別会計への繰出金６ 億３ 千５１１万５ 千円が含まれています。

村
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　 令和元年度檜原村一般会計及び７ 特別会計

の決算審査にあたり まし て、その経過並びに結

果を 報告いたし ます。

去る９ 月２ 日の本会議において、本委員会に付

託さ れた案件は、令和元年度檜原村一般会計及

び７ 件の特別会計歳入歳出決算の認定につい

ての８ 件の案件です。

付託さ れまし た案件は、去る９ 月１ １ 日に委員

会を 開催し 、細部に及ぶ審査を 行いまし た。こ

の８ 件の案件につき まし ては、令和元年度にお

ける、村の全ての事務事業執行上の実績報告書

であり 、大変重要度の高い案件であるこ と を 十

分理解し た上で、各委員による積極的かつ活発

な質疑が行われ、質問事項は６ ２ 件に及び、村

側の詳細な説明と 答弁を 得ながら 、付託案件に

ついて、慎重に審査を行いまし た。

月　 　 日 会　 議　 名 内　 　 容

 ９ 月　 ２ 日（ 水）  定例会  一般質問等について

 ９ 月　 ７ 日（ 月）  総務委員会  所管事務調査・ 意見書審査

 ９ 月　 ８ 日（ 火）  産業建設委員会  所管事務調査

 ９ 月１ １ 日（ 金）  決算特別委員会  決算の認定について

 ９ 月１ ５ 日（ 火）  定例会  決算・ 条例・ 契約・ 補正予算等について
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　 審査の結果、８ 会計の総額は、歳入総額は、

５ ５ 億８ 千２ ３ １ 万６ ，０ ０ ０ 円、歳出総額は、

５ ４ 億３ 千３ １ ４ 万７ ，０ ０ ０ 円と なっ ていま

し た。

　 内容につき まし ては、森林資源を活用し た、

ひのはら 緑（ 力）創造事業、村営住宅建設等の移

住・ 定住関連事業、各種子育て助成事業に関す

る経費、高齢者福祉の向上に関する経費、上下

水道等村の環境衛生に関する経費、村の消防事

業に関する経費、並びに海外派遣事業等の教育

環境の充実に関する経費が主なも のであり ま

し た。

　 いずれも 、生活環境の改善、福祉の向上、産業

の振興等「 自立でき る村づく り 」を 目指し 、村に

住み続けたい人、住みたい人を 増やし 、住民福

祉の向上のために、必要な支出と なっ ていまし

た。

　 最後に、総括質疑を行い、その後、討論を省略

し 、採決を行いまし たが、８ 件の議案すべてが

原案どおり「 認定すべき も の」と 決し まし た。

　 以上、檜原村議会会議規則第４ ０ 条の規定に

基づき 、報告いたし ます。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 令和２ 年９ 月１ ５ 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 決算特別委員会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 委員長 峰岸 茂
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契 　 約

議案第５ ４ 号

登録文化財旧高橋家住宅公開活用工事請負契

約について

（ 説明） 登録文化財旧高橋家住宅の公開活用工

事施工に伴い契約するも のです。

○契約の方法　 指名競争入札

○契約金額　 ７，６７８ 万円

○契約の相手方（ 株） 石川工務所

条 　 例

議案第５ ５ 号

檜原村事務手数料条例の一部を 改正する 条例

（ 説明） 手数料を 徴収する 事項から「 通知カ ー

ド の再交付」 を 削除するため改正をするも ので

す。

議案第５ ６ 号

檜原村じ ゃがいも 焼酎製造等施設条例

（ 説明） 小沢地区に檜原村じ ゃがいも 焼酎製造

等施設の設置に伴い条例を 制定するも のです。

議案第５ ７ 号

檜原森のおもちゃ美術館条例

（ 説明） 小沢地区に檜原森のおも ちゃ美術館の

設置に伴い条例を 制定するも のです。

補 正 予 算

議案第５ ８ 号

令和２ 年度檜原村一般会計補正予算（ 第４ 次）

（ 説明） 補正額１億４３０ 万４ ，０ ０ ０ 円を 増額し 、

総額を４ ２ 億２ 千７ 万３ ，０ ０ ０ 円と する も ので

す。

議案第５ ９ 号

令和２ 年度檜原村国民健康保険特別会計補正

予算　 事業勘定（ 第２ 次） 診療施設勘定（ 第１ 次）

（ 説明） 事業勘定　 補正額７１０ 万７，０ ０ ０ 円を

増額し 、 総額を３ 億５ 千７２ ３ 万３ ，０ ０ ０ 円と す

るも のです。

診療施設勘定　 補正額３１７ 万４ ，０ ０ ０ 円を 増

額し 、 ２ 億４ 千３１７ 万４ ，０ ０ ０ 円と するも ので

す。

議案第６ ０ 号

令和２ 年度檜原村簡易水道特別会計補正予算

（ 第１ 次）

（ 説明） 補正額２ ０６ 万４ ，０ ０ ０ 円を 増額し 、 総

額を１ 億５ 千３０６ 万４ ，０ ０ ０ 円と するも のです。

議案第６１ 号

令和２ 年度檜原村東京都都民の森管理運営事

業特別会計補正予算（ 第１ 次）

（ 説明） 補正額９２３ 万６ ，０ ０ ０ 円を 増額し 、 総

額を１ 億３ 千４２３ 万６ ，０ ０ ０ 円と するも のです。

議案第６ ２ 号

令和２ 年度檜原村下水道事業特別会計補正予算

（ 第１ 次）

（ 説明） 補正額３ 千６ ３ 万５ ，０ ０ ０ 円を 増額し 、

総額を４ 億１ 千６ ３ 万５ ，０ ０ ０ 円と する も ので

す。

議案第６ ３ 号

令和２ 年度檜原村介護保険特別会計補正予算

（ 第１ 次）

（ 説明） 補正額１ 千６ ７ 万２ ，０ ０ ０ 円を 増額し 、

総額を４ 億７ 千８６７ 万２ ，０ ０ ０ 円と するも ので

す。
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議会を傍聴し ませんか
傍聴さ れる 方は、 議会事務局入

口で「 議会傍聴届」 に必要事項

を 記入し ていただいた後、「 議会

傍聴券」 を お持ち にな り 議場へ

入場し てく ださ い。

※新型コ ロ ナウイ ルス 感染症拡

大防止のため、 予定が変更と な

る 場合があり ま す。 ご 了承く だ

さ い。

お問い合わせは議会事務局へ  電話５ ９ ８ ―１ １ ２ ８

議案第６ ４ 号

令和２ 年度檜原村介護サービ ス事業特別会計

補正予算（ 第１ 次）

（ 説明） 補正額１１１ 万１ ，０ ０ ０ 円を 増額し 、 総

額を５ 千３１１ 万１ ，０ ０ ０ 円と するも のです。

議案第６ ５ 号

令和２ 年度檜原村後期高齢者医療特別会計補

正予算（ 第１ 次）

（ 説明） 補正額９ ３ 万６ ，０ ０ ０ 円を 増額し 、 総

額を８ 千４９３ 万６ ，０ ０ ０ 円と するも のです。

議 員 提 出 議 案

第１ 号

新型コ ロナウイルス感染症の影響に伴う 地方財

政の急激な 悪化に対し 地方税財源の確保を 求

める意見書

※意見書の内容については、 ７ ページの委員会

報告をご覧く ださ い。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 議長　 中村賢次　 　 ○＝賛成　 ×＝反対　 　

区
分

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 議席番号及び 議員名

議　 　 案　 　 名

1 2 3 5 6 7 8 9

議
決
結
果

浜
中

　
由
造

野
村

　
雅
巳

峰
岸

　
茂

森
田

　

ち
づ
よ

松
村

　
哲
朗

清
水

　
兵
庫

清
水

　
満
男

山
嵜

　
源
重

決
　
　
算

第 46 号
令和元年度檜原村一般会計歳入歳出決算の認
定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　 定

第 47 号
令和元年度檜原村国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　 定

第 48 号
令和元年度檜原村簡易水道特別会計歳入歳出
決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　 定

第 49 号
令和元年度檜原村東京都都民の森管理運営事
業特別会計歳入歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　 定

第 50 号
令和元年度檜原村下水道事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　 定

第 51 号
令和元年度檜原村介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　 定

第 52 号
令和元年度檜原村介護サービ ス 事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　 定

第 53 号
令和元年度檜原村後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　 定

契
約 第 54 号

登録文化財旧高橋家住宅公開活用工事請負契
約について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

条
　
例

第 55 号 檜原村事務手数料条例の一部を 改正する 条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

第 56 号 檜原村じ ゃ がいも 焼酎製造等施設条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

第 57 号 檜原森のおも ち ゃ 美術館条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

補 

正 

予 

算

第 58 号 令和２ 年度檜原村一般会計補正予算（ 第４ 次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

第 59 号
令和２ 年度檜原村国民健康保険特別会計補正予
算（ 事業勘定第２ 次、 診療施設勘定第１ 次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

第 60 号
令和２ 年度檜原村簡易水道特別会計補正予算

（ 第１ 次）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

第 61 号
令和２ 年度檜原村東京都都民の森管理運営事業
特別会計補正予算（ 第１ 次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

第 62 号
令和２ 年度檜原村下水道事業特別会計補正予算

（ 第１ 次）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

第 63 号
令和２ 年度檜原村介護保険特別会計補正予算

（ 第１ 次）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

第 64 号
令和２ 年度檜原村介護サービ ス事業特別会計補
正予算（ 第１ 次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

第 65 号
令和２ 年度檜原村後期高齢者医療特別会計補正
予算（ 第１ 次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

議
員
提
出

第１ 号
新型コ ロ ナウイ ルス感染症の影響に伴う 地方財
政の急激な悪化に対し 地方税財源の確保を 求め
る 意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　 決

令和２ 年第３ 回定例会で審議さ れた議案と 議決結果



ひのはら  議会 だより

ひのはら  議会だより
N o .1 6 3 　 2 0 2 0 .1 1 .1

7

　 総務委員会は、 ９ 月７ 日に 開催し 、 所管

事務調査と し て 1 件の現地調査と 、 １ 件の

意見書審査を 行いま し た 。

○旧高橋家住宅

　 旧高橋家住宅は人里地区の旧街道沿い に

建つ 江戸末期の建築で 、 高橋家七代が医者

で あ っ た こ と から 、「 医
い し ゃ ど

者 殿 」 と も 呼 ばれ

て い ま し た 。 平成２ ７ 年５ 月に 旧高橋家住

宅は高橋家よ り 檜原村に 寄附さ れ工学院大

学後藤研究室に よ り 現地調査が行われ、 実

測調査、 建物の特徴や価値、 変遷な ど の調

査結果を ま と め、 国の登録有形文化財（ 建

造物） の申請を 行い、 平成２ ９ 年５ 月２ 日

に登録さ れま し た 。

　 村で は登録有形文化財旧高橋家住宅公開

活用工事を 計画し 、 人里地域と 檜原村の歴

史を 伝え る 旧高橋家住宅と 一体と な っ た 周

辺環境を 、 今後、 公開と 活用を し て い く た

めに 実施し て い く と の説明が担当課から あ

り ま し た 。

○議員提出議案第１ 号

新型コ ロ ナ ウ イ ルス 感染症の影響に 伴う 地

方財政の急激な 悪化に 対し 地方税財源の確

保を 求める 意見書

　 意見書の主旨は、 新型コ ロ ナ ウ イ ルス 感

染症の拡大は、 甚大な 経済・ 社会的影響を

も た ら し て お り 、 国民生活への不安が続い

て い る 中で 、 地方税・ 地方交付税等の一般

財源の激減が避け がた く な っ て お り 、 令和

３ 年度地方財政対策及び 地方税制改正に 向

け、 国に強く 要望する も ので す。

　 委員会で の審査の結果、 意見書の内容に

委員全員が賛同し 、 議員提出議案の意見書

と し て 提出す る こ と と 決定し 、 本会議に お

いて 、 全会一致で 可決さ れま し た 。

委員長　 山嵜　 源重

　 産 業建 設委 員会 は、 ９ 月 ８ 日 に 開催 し 、

所管事務調査と し て 1 件の現地調査を 行い

ま し た 。

○村道第７０ 号倉掛線崩落現場

　 村道第７ ０ 号倉掛線は、 長雨等の影響に

よ り ７ 月１ １ 日未明に 崩落し 、 そ の後、 ２

回目の崩落があ り 、 現在、 歩行者用の迂回

路は設置さ れて い ま す が、 車両は全面通行

止めと な っ て いま す。

　 村側から は、 よ り 安全な 工法で 早い 復旧

作 業 を 目 指 し て い る と の 説 明 が あ り ま し

た 。

委員長　 浜中　 由造

各 委 員 会 報 告各 委 員 会 報 告

産業建設委員会報告産業建設委員会報告

総務委員会報告総務委員会報告

【 写真】 産業建設委員会
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質問　 新型コロナウイルス感染拡大の続く 中、 新

たな避難のあり 方と 避難所運営、 新型コロナと

の複合災害対策が早急に求めら れている。 そこ

で以下の点について伺う 。

①昨年の１９ 号台風における 課題への取組みと

新型コロナ複合災害対策について。

②避難所は混乱や人員不足が考えら れる ので、

「 避難所開設キット 」 を採用できないか。

村長　 ①１９ 号台風対策については、 問題点の洗

い出し を 行い、 設備の改修、 備品の補充、 拡充

等実施し 、 新型コロナ複合災害対策については、

新たに避難所運営方式を 変更している。

②村では高齢化比率が高く 、 開設キット の採用

は難し い。 従前の方式に新型コロナ対策を 取り

入れ、 村に有用と 考えら れるも のについては、 取

り入れたいと 考える。

質問　 感染症対策を 踏まえた新たな避難のあり

方について。

総務課長　 新たな避難の在り 方とし て感染の危

険性の少ない分散避難、 自宅における垂直避難

などの方式を 積極的に推奨していく 。

質問　 加速する人口減少、 生産年齢人口の減少

が自治体の税収減を も たらし ている。 様々な工

夫を凝らし 、 財源確保の必要と 共に、 地方財政

が厳し い状況下で、 若い世代の移住対策や企業

誘致施策の推進が必要であると 考える。 そこで、

以下の点について伺う 。

①自主財源を確保するための取組みについて

②自主財源確保とし て、 広告掲載等に対する方

策を 見直し 、 様々な発展し た形での取組みがで

きないか。

村長　 ①住宅施策や子育て支援・ 企業誘致施策

など を 積極的に展開し 、 過疎対策や若い世代の

移住対策とし て４０ 戸にも 及ぶ村営住宅の整備、

企業誘致にあっては、 複数の企業進出により 、

村税の確保に努めてきた。

②村広報誌及びホームページでの有料広告掲載

を行っている。

広報誌では、 掲載料が最大で、 掲載期間 6 か月

間で村外広告主は 3 万円の掲載料、 ホームペー

ジでは 6 か月間で村外広告主は月額 3 千円とし

ており 、 令和元年度決算では６７ 万６ 千円の広告

収入がある。 その他、 寄附金では、 ６ ０ ０ 万円

を 超える寄附があり 、 今後も 返礼品の充実を 図

り 、 自主財源の確保に努めていく 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

登壇８ 人登壇８ 人  村政を問う村政を問う
９ 月議会の一般質問は９ 月２ 日に行われまし た。

内容は、 要約し て受付順に掲載し ています。

新たな避難のあり 方と し て、 感染の危険

性が少ない分散、 垂直避難など 積極的に

推奨し ていく

今後も 返礼品の充実を 図り 自主財源の確

保に努めていく

一 般 質 問

浜 中 由 造 議 員浜 中 由 造 議 員 村 の 自 主 財 源 確 保 の 更 な村 の 自 主 財 源 確 保 の 更 な
る 取 り 組 み に つ い てる 取 り 組 み に つ い て災 害 対 策 へ の災 害 対 策 へ の

更 な る更 な る
取 り 組 み に つ い て取 り 組 み に つ い て
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質問　 マイカ ー、 既存の路線バスに代表さ れる

一時的な 来村手段は、 地域住民と 各事業の運

営団体の最大の懸案事項で ある。 駐車場等に

村による具体的な対応方針に基づく 施策の展開

が急務であると 考えるが、 今後予見さ れる 観光

客の増加に対する村の認識と 施策対応方針は。

村長　 村を 訪れる 観光客には、 公共交通機関の

利用を 今まで以上に周知等行っていく こ と が重

要であると 考えている。 駐車場については、 全

村的に観光協会に委託し て 利用可能な 箇所の

調査を 行っており 、 その結果等も 参考とし 、 今

後の対応を 考えていきたい。 路線バスで檜原村

に来て いただき、 レンタ サイクルを 利用し て 村

内観光をし ていただきたいと も 考えている。

質問　 村駐車場を有料化するこ と についての考

えは。

産業環境課長　 総合グラ ウンド は、 滝ま つり で

は整備協力金と し て 500 円頂いて いる が、 社

会教育施設の目的外の利用であり 駐車料金とし

て 頂く こ と は条例上できない。 村営駐車場の有

料化については機械設備等の設置や利用方法、

住民の利用等も 考慮し て検討し ていかなければ

なら ない。

質問　 振興券の効果を高めるために、 住民の需

要の喚起と 事業者の効率的な供給を目的とし た

施策展開が必要と 考える。 また、 村観光資源や

新たな 村の商品を 住民に PR するこ と で、 今後

の観光商工の施策展開において住民の理解を

得やすく なると 考える。 1 人当たり 3 万円分の

振興券は、 日常消費と は別の利用が想定さ れる

が、 いかがか。 また、 振興券の利用促進におけ

る観光協会の役割について、 村の考えは。

村長　 振興券は、 村経済の活性化のための事業

者支援と、 村民の経済的負担を 減少さ せる目的

で 配付し て いる。 村内で 買える も のは村内で、

また、 ふだんあまり 利用し ないお店等も こ れを

機会に利用し ていただきたい。 日常消費分の補

塡と いう 経済的支援も 想定し ている。 観光協会

では、 振興券を 使っても らう ためのサービス等

について事業者に提案していると 聞いている。

質問　 エコツアーや木材産業協同組合の商品等

の一覧の作成と 配付を 観光協会に事業委託で

きないか。

産業環境課長　 エコツアー、 木材産業協同組合

の商品等には、 事業者登録をし て使う こ と はで

きる。 PR の観光協会への委託については、 今

後の検討事案である。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

公共交通機関の利用を 今ま で以上に周知

し ていく こ と が重要と 考える

村内で買えるも のは村内で

松 村 哲 朗 議 員松 村 哲 朗 議 員 檜 原 村 地 域 振 興 券 の檜 原 村 地 域 振 興 券 の
利 用 促 進 に つ い て利 用 促 進 に つ い て観 光 客 の 増 加 に観 光 客 の 増 加 に

伴う 施策の更な る伴う 施策の更な る
充 実 に つ い て充 実 に つ い て
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質問　 ①地域防災計画策定の進捗状況と 配布

予定時期は。

②災害予防及び対策は機能し ているか。

③想定外の大雨や地震による災害、 更にはコロ

ナウイルス等の感染症に対する対応策について

も 計画に入れ込むべきと 考えるが、 村ではどの

よう に考えているのか。

村長　 ①計画素案は作成済み、 ３ 月に成案とし

配付予定。

②十分に機能している。

③最新の情報と 知見に基づき、 村の地域特性

に適合する対応策を 織り 込む予定。

質問　 ①現在の計画と 比較し 、 新たに取り入れ

た視点や変更と なった事項は。

②災害発生の実情に応じ た対処方法の変更は。

③計画に織り 込む内容は。

総務課長　 ①発令基準の設定を 行った。 ５ 段階

の警戒レベルによる判り 易い防災情報の提供を

行う 予定。

②村職員の非常配備態勢を 弾力的に運用し 対

応。

③避難所における 過密等、 感染症対策の徹底

に関する対応策を 織り 込む。

質問　 避難所のプライバシー保護やスト レス軽

減から 間仕切り の設置が必要ではないか。

総務課長　 間仕切り については補正予算に計上

する予定。

質問　 獣害防護柵等購入補助制度の実績は。

村長　 平成 29 年度 40 人、 平成 30 年度 15 人、

令和元年度 19 人の方が利用さ れている。

質問　 ここの補助制度の対象経費は資材費の購

入のみで ある ので、 人件費も 含めら れないか。

また、 限度額の 24 万円の増額と、 補助を 受け

た土地は 5 年経たないと 補助対象になら ないと

し ているが、 こ の期間を もっと 短く すべきと 考

えるが。 また、 この補助制度による、 防護柵規

格の画一化、 フェ ンスメ ーカ ーと の連携を 村に

提案する。

産業環境課主幹　 村では高齢者の増加等で 遊

休農地も 増加し て いる。 農地の活性化のため

にも 今後検討し なければなら ない課題と 認識し

ている。 また、 限度額の算出根拠の見直し 、 5

年間の縛り 等についても 検討さ せていただき た

い。

画一的なモ デルケース、 フェ ン ス メ ーカ ーと の

連携などの可否も 踏まえ、 確実な獣害防止対策

につながる施策を 検討し ていければと 考えてい

る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

村の地域特性に適合する 対応策を 織り 込

む

農地活性化のためにも 今後の検討課題で

あると 認識し ている

清 水 満 男 議 員清 水 満 男 議 員 峰 岸 茂 議 員峰 岸 茂 議 員

檜 原 村 地 域檜 原 村 地 域
防 災 計 画 の防 災 計 画 の
今 後 に つ い て今 後 に つ い て

獣 害 防 止 対 策 の獣 害 防 止 対 策 の
更 な る 支 援 と更 な る 支 援 と
充 実 に つ い て充 実 に つ い て
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質問　 ①今後の、 農地中間管理事業の展開に関

する村の考えは。

②遊休農地の活用について。

③新規就農者の支援について。

村長　 ①制度を 活用し 農地の活性化を 図ってい

く 。

②賃貸借を 進め遊休農地の解消に繋げていく 。

③基本的な 指標を 掲げ新規就農者を 支援し て

いく 。

質問　 ①「 農地法」 と「 農地中間管理事業の推

進に関する法律」 の違いは。

②檜原村が立てた「 農用地利用集積計画」 と は。

産業環境課主幹　 ①農地法では 1,000㎡以上の

農地を 所有し ている人で ないと 借り ら れなかっ

たが、 こ れから は農地を 所有し ていなく ても 借

り ること ができる。

②分かり やすく 言えば、 賃貸借を 行う 双方が間

に立つ一般社団法人「 東京都農業会議」 と 契

約し 、村の告示により 抗力を 発揮するも のです。

質問　 貸し 借り を 推進するには説明会を 開催し

たら どう か。

産業環境課主幹　 農業団体も 活動しているので

意見を 伺い、 説明会に繋げていければと 考えて

いる。

質問　 ①村行政と し て、 高齢者を 対象に「 檜原

忘れ路」 の周知活動に協力できないか。

②村内で「 檜原忘れ路」 の発表の場を 設けら れ

ないか。

村長　 ①周知については高齢者ク ラブ 等を 通じ

て周知し ていきたいと 考えている。

②敬老福祉大会において、 お披露目をする 考え

でし たが、 今年は、 新型コロナウイルス 感染症

の影響でやむなく 中止と なり 、 来年度以降の敬

老福祉大会での実施になるも のと 考えている。

質問　 高齢者ク ラブ は４ 団体のみ、 他の高齢者

を 対象とし た団体や高齢者施設にＣＤ を 配付し

てはどう か。

企画財政課長　 村内で 活動し て いる 団体等か

ら 、 申し 出があればＣＤ の配付は可能である。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

基本的な指標を 掲げ新規就農者を 支援し

ていく

観光協会で村内外にＣ Ｄ の販売を 開始し

ている

森 田 ち づ よ 議 員森 田 ち づ よ 議 員

農 地 中 間 管 理農 地 中 間 管 理
事 業 に つ い て事 業 に つ い て

ご 当 地 ソ ン グご 当 地 ソ ン グ
「 檜 原 忘 れ 路 」 で「 檜 原 忘 れ 路 」 で
檜 原 村 の Ｐ Ｒ を檜 原 村 の Ｐ Ｒ を
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質問　 第三セクタ ー４ 期目の決算・ 株主総会が

終了し 、 議会に決算状況の説明があった。 そこ

で、 実績と 現況について、 以下を 伺う 。

①環境サポート 事業について。

②ミ ニスーパー「 かあべえ屋」 について。

③神戸国際マス釣場について。

④本社が担当する事業について。

⑤第三セクタ ー等の経営改善方法の考えについ

て。

村長　 ①じ ん芥収集業は、 安全を 優先で業務を

遂行し 売上 3 千 185 万円を 計上。

②「 かあべえ 屋」 は、 売上６ 千 565 万 2 千円と

目標を 大きく 上回る額を計上。

③神戸国際マス 釣場は、 台風 15・ 19 号により

甚大な被害が発生し たが、 年間 6 千 600 人以上

の来客があり 、 売上 1 千 585 万 6 千円を計上。

④本社担当事業は、 各運営事業の事務のほか、

檜原村登録空き 家案内等業務受託事業・ 清掃

受託事業等により 130 万円程度の収入がある。

⑤住民の利便性の向上及び地域経済の確立、

雇用の場の創出機能を 担っているが、 健全な経

営が第一義であり 各事業の意義・ 採算性等、 精

査・ 見直し を 行い、 経営健全化に取り 組む考え

である。

質問　 令和 2 年第 1 回定例会で、 管理方式・ 事

業の計画・ 施設の概要等の回答があり 、 7 月の

臨時議会終了後、 建物建築、 焼酎製造等の計

画や工程の説明があった。 そこ で、 今後、 どう

進めるのか、 以下について伺う 。

①焼酎製造事業のロード マップ を 示すべきと 考

えるがいかがか。

②現在の委託による「 じ ゃがいも 焼酎」 をどう

考えて、今後、自主製造による「 じ ゃがいも 焼酎」

に求める商品価値は何か。

③建物の利活用の考えは。

村長　 ①建物本体工事は、 令和 3 年 3 月 19 日

を 工期とし ている。 また、 焼酎製造に伴う 機器

の選定、 製造免許取得等を 事業運営予定者と

協議を 進めている。

②特産品のじ ゃがいも の知名度の向上、 お土産

とし て、 村の活性化に貢献し ている。 村内自主

製造が 100％村内で 可能になり 、 アルコ ール度

数や出荷年数等を 分けた、 少量・ 多品種の製造

が可能になり 、商品価値が高まるも のと 考える。

③施設は、 単に焼酎を 造ること が目的ではなく 、

小さ い「 道の駅」 的な機能を 持たせ、 製造工程

の見学、 村の特産品販売、 食品の加工、 飲食

の提供ができるよう 、 事業予定者と 協議し てい

る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

住民の利便性の向上と 経済・ 雇用の場と

し ての機能を 担っ ている

施設は焼酎製造が目的ではなく 村の特産

品等の販売も 出来るよう 協議し ている

清 水 兵 庫 議 員清 水 兵 庫 議 員

第 三 セ ク タ ー の第 三 セ ク タ ー の
現 況 等 に つ い て現 況 等 に つ い て

じ ゃ が い も 焼 酎 製 造 等じ ゃ が い も 焼 酎 製 造 等
事 業 に つ い て事 業 に つ い て
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質問　 ①村におけるプ ラスチッ クごみ減量化施

策の状況は。

②村のプラスチッ クごみ減量化施策の新たな展

開は。

村長　 ①資源化ができるも のは、 資源ごみとし

て回収し 、 資源化できるも のが焼却に回ら ない

よう に分別の徹底、 ごみの減量化をごみカレン

ダー等で周知し ている。

②消費者とし て、 プラスチックの使用を 控え、 よ

り エコ なも のを 使う と いう 意識づけが必要と 考

える。

質問　 ①村指定ごみ袋のサイズの見直し や自然

環境に優し い原料を 使用し たごみ袋等を 作成

し 、 全村民世帯へ配付するのはいかがか。

②キャラクタ ーのひのじ ゃが君や村のキャッ チフ

レ ーズである「 みどり せせら ぎ風の音」 等のデ

ザイン を そのバッ グに刺繍を 入れたエコ バッ グ

を 全村民世帯へ配付するのはいかがか。

産業環境課長　 ①その効果等を 研究し 、 西秋

川衛生組合を構成する他の市町の動向や、 村の

廃棄物減量等推進協議会の意見等を 聞き 対応

していきたい。

②エコ バッ グは必要なも のと 認識し ており 、 今

後、 配付するよう な場合においては、 提案さ れ

た内容を 加味し て進めていきたい。

質問　 コロナの影響で 4 月以降空き 家等の問い

合わせが増加し ていると 聞いているが事実か？

檜原村でサテライト オフィ スを 整備するよう な考

えはないか。

村長　 株式会社めるかへの問い合わせ件数が 7

月末ま でに 24 件、 村への問い合わせが 67 件。

例年に比べ倍近く の問い合わせの状況と なって

いる。 空き 家を 利活用し たサテライト オフィ スは

現在考えていない。

質問　 土地、 建物も 村が所有し ている 物件があ

り 、 そこ を 整備するこ と は可能だと 思う が、 い

かがか。

企画財政課長　 笹野地区の村所有の建物は、 現

在、 おも ちゃ の貯蔵庫と し て使用し て いるが、

おもちゃ美術館の開館頃までには貯蔵し ている

おもちゃを 移す予定だが、 その後の建物の活用

については決まっていない。 仮にその建物を 貸

し 出し 、 あるいは販売し た場合、 利用者が活用

し やすく 整備すること は可能だ。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

資源化を 図る ため分別・ 減量化の徹底を

ごみカ レ ンダー等で周知し ている

空き 家を 活用し 利用者が整備する こ と は

可能だ

野 村 雅 巳 議 員野 村 雅 巳 議 員 山 嵜 源 重 議 員山 嵜 源 重 議 員

村 に お け る村 に お け る
プラ スチッ ク ごみのプラ スチッ ク ごみの
減量化施策について減量化施策について

新 型新 型
コ ロナウイ ルスの後コ ロナウイ ルスの後
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・ 議会運営委員会　 　 　 　

・ 定例会初日（ 一般質問）

・ 常任委員会　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ 定例会最終日　 　 　 　 　 　

１ １ 月１ ８ 日（ 水）

１ １ 月２ ７ 日（ 金）

１ ２ 月　 １ 日（ 火）

１ ２ 月　 ２ 日（ 水）

１ ２ 月１ ０ 日（ 木）

質問　 観光協会による 観光駐車場整備意向調

査はどう なっている のか。 観光客のために川に

下り る道路を 整備できないか。

村長　 観光駐車場整備意向調査は、 今年度で

終了し 、 調査結果を 見て観光協会を 交えて対応

していく 。 車で川に下り るための道路の整備は、

難し い。

質問　 駐車場を 貸し ても ら える のであれば、 そ

こ から 川に下り ら れるよう な遊歩道を 整備し て

ほし いと いう こ と で、 簡便な道を 整備し ても ら

えないか。

産業環境課長　 遊歩道で あれば、 地権者の承

諾、 河川管理者の意見、 遊歩道が技術的に設

置できるのか、 財政的にどう なのか、 さ ら に地

元の意見を 聞き、可能であれば、整備をし たい。

　 　 　 　 　 　 　 　

可能であれば整備を し たい

１２ 月議会のお知らせ１２ 月議会のお知らせ（ 予定）（ 予定）

観 光 客 に 檜 原 村 の 川 を観 光 客 に 檜 原 村 の 川 を
堪 能 し て も ら い た い堪 能 し て も ら い た い
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去る ７ 月２ ９ 日、 日の出町ひのでグリ ーン

プラ ザにおいて、 秋川流域市町村議会議員（ あ

き る 野市、 日の出町、 檜原村） によ る 普通救

命講習会が行われまし た。

当日は、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症拡大防

止を 考慮し 、 ソ ーシャ ルディ スタ ンスを 確保し

つつ、 マ ス ク の着用、 手指消毒、 プ ラ ス チ ッ

ク グロ ーブ 着用の感染対策を 徹底し て 、 Ａ Ｅ

Ｄ の使い方、 心肺蘇生等の救命措置を 東京防

災救急協会の職員の指導のも と 行われまし た。

　　 秋川流域市町村議会議員秋川流域市町村議会議員「 普通救命講習会」「 普通救命講習会」
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日に日に秋が深まり 、 暮秋の季節と なり

まし た。 皆様、 いかがお過ごし でし ょ う か。

檜原村議会改革検討委員会も 、 順調に会

議を 開催し ており まし たが、 新型コ ロ ナウ

イ ルス感染症拡大防止のため、 ５ 月よ り 会

議を 中断し ており まし た。 感染症の終息が

見えない中ではあり ますが、 感染予防を 徹

底し 、 １ ０ 月より 会議を 再開いたし まし た。

議会改革の１ つにも 掲げており ます「 Ｉ

Ｃ Ｔ （ 情報通信技術） 化」 に伴う 、 タ ブ レ

ッ ト （ 議会システ ム） の導入につき まし て

は、 議会運営業務の効率化を 図る と と も に

日常業務、 災害時の連絡、 その他議会活動

についての情報共有など を 入手する 手段と

し て、 導入を検討し ているシステムです。

タ ブ レ ッ ト 導入にあたっ て、 １ ０ 月の最

初の会議で、 実際にタ ブ レ ッ ト を 使っ てデ

モン スト レ ーショ ン を 全議員で行い、 その

使用方法などの勉強会を 実施し まし た。

 編集後記 今後と も 、 議会改革に向け研鑽し てまい

り ます。

今後と も 、 皆様方に見やすく 、 わかり や

すい文章で親し まれる 議会だよ り である よ

う 心がけてまいり ます。

（ 野村）

委　 員　 長　 清水　 兵庫

副委員長　 野村　 雅巳

委　 　 員　 森田ちづよ

〃　 　 　 松村　 哲朗

お 気軽にご 意見・ ご 要

望をお聞かせく ださ い。 お

寄せいた だ いた 意見は全

議員に配付し 、 今後の議

会運営の参考にさ せていた

だきます。

お問い合わせは、 議会

だより 編集委員会へ

TEL ５９８ －１１２ ８

FA X ５９８ －１００９
Em a il :g ik a i@ vil l .h ino ha ra .to k yo .j p

議会だより に「 声」をお寄せく ださ い

mailto:gikai@vill.hinohara.tokyo.jp

